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J. S.ミル (ジョン・スチュアート・ミル, 1806
1873) の経済思想が注目される｡ ミルは, 19世
紀中頃のイギリスの代表的な経済学者であり, 哲





その主著 ｢経済学原理｣ (1848年) は, ミルがス
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想の再評価が求められるが, その際, 自然生態系の科学的評価に加えて, 自然景観の美が人間にもたらす精神的・
文化的価値を評価し, 経済的進歩よりも人間的進歩を求めたミルの思想に立ち返ることが必要である｡
































































































































影響｣ の ｢第六章 停止状態について｣ において,





















































であると考えた｡ ミルは “stationary state” と
いう古典派経済学者のいう停止状態と同じ用語を
用いているが, ミルが人間的進歩が図られるすぐ
れた社会状態と考えた “stationary state” につ





























































































る｡ 第 1に, 環境が有する経済資源としての機能
の損耗である｡ 再生不可能な資源の枯渇のみなら
ず, 再生可能な資源についても過剰利用による不













































ない｣(25) のである｡ したがって, ｢量的拡大 (成
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